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１．はじめに 

情報機器の新しい機能やサービスにより問題が

日々変化し，巧妙化するトラブルに情報モラルの指導

が追いつかないという現状がある。従来の「べからず」

という禁止型の指導では，問題が形を変えて起こった

時には対応できず同じ失敗を繰り返してしまう傾向が

あった。そこで，「なぜ，やってはいけないのか」を

情報機器の特性を踏まえて考えさせること（科学的な

理解）で，変化に対応できる生徒を育てようと考えた。

これは，他教科や道徳等での情報教育との連携・接続

を深めるもので，まさに技術・家庭科での指導といえ

る。また，教具については，教師や生徒のコンピュー

タの操作技能に左右されない指導として，身近な具体

物を活用し「いつでも・どこでも・誰でも指導できる」

ものを考えた。 

２．実際の指導方法 

(1)糸電話を使った指導 

糸電話を複数でやることでネットワークのイメー

ジをつかみ，その利点（一斉に情報を送信できること）

と欠点（情報漏洩の危険性や情報発信の責任があるこ

と）について考えることが目的である。  

○ 指導の仕方 

 糸電話を２人で１つ使えるように数を用意する。場

所は広い教室が適している。始めに糸電話を２人で行

う。久しぶりに糸電話をする生徒たちは楽しそうであ

る。次に「複数で話をするにはどうすればよいか？」

と問いかける。すると，糸を交差させたり糸を切って

途中でつないだりするなどの方法を試す。実際に複数

の人数で話せたときの驚きは印象に残る。何人まで話

せるか試すのも楽し

いものである。 

 大切なのはこれか

らである。２人で会話

することを「電話」，複

数で会話することを

「インターネット」と

して，それぞれの利点

や欠点を考えさせる。 

生徒からは，ネット

ワークの利点として

「一斉に送信できる

こと」，欠点は「情報がもれる」「秘密の会話ができ

ない」ことなどが意見として出される。 

糸電話は基本

的に電話の仕組

みと共通してい

る部分が多く，イ

ンターネットは

巨大な「糸電話ネ

ット」といえる。糸の代わりに電線を使用し，複数の

コンピュータをケーブルでつないだものなので，基本

的にケーブルにつながっている限り関係のないコン

ピュータにも一斉に情報が流れてしまう（実際はルー

タなどが，関係のないデータを削除している）。そこ

でセキュリティの必要性が出てくる。 

また，ネットワークでは同時に，高速に，大量に情
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報を送信できるという特性がある。一旦情報がネット 

上にでたら回収は不可能に近いことは，「情報発信の

責任」を考えさせるために重要な事柄である。 

(2)カードによる「パケット送受信」の疑似体験 

カードの体験を通して，インターネットでの通信の

仕組みであるパケット通信を理解させると共に，セキ

ュリティの必要性について考える。 

○ 指導の仕方 

絵が描かれて

いる大きな紙を

用意し，これを相

手に送りたいデ

ータとする。その絵を等分に分割し，これを紙でつく

ったパケット（紙パケット）とする。組み立てる際に

必要な数字（１列の５番目など）を書いておく。それ

が「ヘッダ」と呼ばれる情報となる。 

分割された紙を教室

内の端から端に手渡し

をさせ届ける。例えば，

教室の右前から左後ろ

などである。届け先で

は，それを番号に従い

組み立てる。 

 ここで，生徒一人一

人はパソコンやルータ

の役割となる。実際の

インターネットでは

「データを一定の大

きさに分割して送る」という通信方法（パケット通信）

を採用していて，１つの回線を使って複数のデータを

ほぼ同時に送受信できるなど，回線を有効に使用でき

る優れた特徴を持っている。分割された情報は，相手

に届いた時にヘッダ情報を元に組み立てられる。 

大切なのは，紙パケットの実践を通してパケット通

信の問題点を考えさせることである。生徒からはすぐ 

  

に，「誰かに情報を見られてしまう」という答えが返

ってくる。 

郵便では，郵便屋さんが相手の家まで届けてくれる

が，インターネッではみんなが助け合って何とか相手

の宛先までバケツリレーのように届けている。そのた

め，時にはメールの内容を読まれる可能性がある。 

生徒に「どうすればいいか」と聞いてみると，「パ

スワードをかける」，「暗証番号」などの答えが返っ

てくる。パスワードや暗証番号は，個人の「識別」と

「認証」を同時に行う「鍵」の役割を果たすもので，

インターネット上でも多く使われている。 

現在では，より複雑なものが必要になっている。そ

の一例が「公開鍵方式（ＳＳＬ）」である。ネットシ

ョッピングをする際にはカード番号など大切な「個人

情報」を送信する必要がある。そこで，大切な情報を

暗号化し送信することで，大切な情報を他人に読み取

られないようにしている。 

３．おわりに 

インターネットでは目に見えない部分が多いため

何が起きているかわからない。今回の指導で有効な点

は，情報伝達の仕組みを身近なものに例えたり，具体

物を使用して目に見える形として体験したりしている

ことである。その体験により，情報伝達の仕組みにつ

いて理解を深めることができる。情報モラルの指導で

は，ネットワークやコンピュータの「影」の部分に

偏りがちだが，「光」の部分に目を向け情報を上手

に活用する姿勢を育てることが大切である。今後は

これらの指導から，実際の「情報に関する技術の評

価と活用」に目を向けさせていきたいと考えている。
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